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＜要旨＞ 

甲状腺未分化癌は、甲状腺癌の 1-3％を占めるに過ぎない稀少疾患で、悪性度が極めて高く、生存率

の中央値は 4ヶ月と非常に致死率の高い難治性疾患でもある。既存治療法に抵抗性で、現在有効な治療

手段が発見されておらず、治療の体系化は進んでいない。 

本研究室では、甲状腺未分化癌細胞 11 株を樹立、性質を明らかにするとともに、抗癌剤耐性機構の

解析、分子標的薬剤併用による耐性克服の可能性について基礎的研究を行っている。 

さらに、全国的研究体制を組織し、weekly paclitaxel のプロトコールを用いた世界初の未分化癌に

対する医師主導多施設共同臨床試験を行っている。 

＜研究シーズ説明＞ 

 大阪市立大学乳腺・内分泌外科では、甲状腺未分化癌についての基礎から臨床に至る研究を行うための、

培養細胞実験技術、国内未分化癌症例の治療データベース、高度な探索的治療環境を備えている。 

 これらを統合的に使用することにより、新規治療法の開発に向けた迅速な研究が可能である。 

＜アピールポイント＞ 

甲状腺未分化癌細胞 11 株は、臨床経過や増殖に至る経路の遺伝子変異、既存の薬剤感受性、血管上

皮増殖因子・顆粒球コロニー刺激因子の分泌などが明らかになっている。治療応用として troglitazone、

gefitinib、mTOR 阻害剤、B-raf、MEK、VEGFR の TKI の効果を確認した。また、全国的な未分化癌症例

の集積組織を運営し、データを集積し臨床試験を遂行している。 

＜利用・用途・応用分野＞ 

培養がん細胞株を用いた基礎的研究、TKI の治療感受性・抵抗性因子に関する研究、TKI 適応のコンパ

ニオン診断、臨床試験受託 
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＜関連するＵＲＬ＞ 

http://www.med.osaka-cu.ac.jp/surgical-oncology/ 

＜他分野に求めるニーズ＞ 

新規抗癌療法に使用できる可能性がある物質、TKI との併用が可能な抗がん物質、治療感受性・抵抗性

因子として有望な物質・検査法など 
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